
令和４年度 OIH（大阪イノベーションハブ） 

スタートアップアクセラレーションプログラム業務 

質問・回答 

番

号 

該当する仕様書

の番号 
質問事項 回答 

1 ５ 本業務の目的 

「世界に伍するスタートアップ・エコ

システム拠点形成計画」において、京

阪神コンソーシアム及び大阪府・市が

掲げる KPI・取組と本事業の KPI・位

置付けの関連性を教えていただけます

でしょうか？ 

本事業は、大阪や京阪神における

スタートアップ・エコシステムの

推進に貢献していく取り組みとし

て位置付けており、エコシステム

拠点形成計画における KPI目標達

成のためにも、本事業を通じて、

スタートアップの成長に向けた資

金調達の促進等の、ビジネス支援

を行うものとなります。 

2 ６ 業務内容 

「次の（１）〜（４）の業務を行う」

とありますが、「（５）フォローアッ

プ、OIH関連業務との連携」「（６）

中間報告の実施」まで記載があるため

「次の（１）〜（６）の業務を行う」

が正しいという理解で相違ないでしょ

うか？ 

「次の（１）〜（６）の業務を行

う」が正しい内容となります。 

一部、仕様書の表現を修正してお

ります。 

3 

６ 業務内容 

(２)アクセラレ

ーションプログ

ラムの実施 

６ 業務内容の冒頭で『（1）、（2）

については、「ＯＩＨスタートアップ

アクセラレーションプログラム（以

下、ＯＳＡＰという。）」として、こ

れらを１回以上実施し』とあり、(２)

アには『各スタートアップ企業に対

し、４か月間程度、事業の推進を支援

するＯＳＡＰのプログラムを実施する

こと。』とあります。 

過年度においては、4ヶ月程度のプロ

グラムを 2回行なっている（令和 3年

度においては、第 11・12期の 2回）

と認識していますが、年度あたりで 2

回行うことが必須要件ではないという

認識で相違ないでしょうか？ 

年度あたり 2回行うことが必須要

件ではないという認識で、相違あ

りません。 



4 

６ 業務内容 

(２)アクセラレ

ーションプログ

ラムの実施 

イ(エ)(オ)における、ものづくり中小

企業や大企業は、貴局とも連携し、貴

局で保有されているネットワークも活

用して、選定したスタートアップ企業

に対して支援ができるという認識で相

違ないでしょうか？ 

ネットワークについては、受託者

側で保有されているネットワーク

を活用いただくことが基本となり

ますが、必要に応じて発注者側の

ネットワークも活用いただけま

す。 

5 
６ 業務内容 

(３)情報発信 

エ の中に「更なる Webサイトのブラ

ッシュアップ」とありますが、これは

次のページで相違ないでしょうか？ 

（https://www.innovation-

osaka.jp/acceleration/） 

また、本サイトは、現在の受託業者か

らの引き継ぎがあるという理解でよい

でしょうか？ 

ページ URLについて相違ございま

せん。また、本サイトの引継ぎも

行います。 

6 

６ 業務内容 

(４)プログラム

終了スタートア

ップ企業への支

援 

過去にＯＩＨシードアクセラレーショ

ンプログラムを終了したスタートアッ

プ企業（平成 28 年～令和３年度のＯ

ＩＨシードアクセラレーションプログ

ラムに参加したスタートアップ企業を

含む。）について、すでにどこかに一

括した Facebookグループ等の連絡手

段となりうるコミュニティが存在して

いますでしょうか？もしくは年度毎に

分かれている状況でしょうか？ 

また、連絡先（メールアドレスやご担

当者様等）は、貴局から取りまとめた

ものを共有いただけるという理解で相

違ないでしょうか？ 

年度毎に、プログラムを終了した

スタートアップ企業の Facebookグ

ループページがございますが、こ

ちらについては現在の受託者によ

る管理ページとなりますため使用

できません。 

発注者より連絡先を共有させてい

ただきます。 

 


